














































































































系列 指示代名詞 系列 指示副詞
． コノ ・コレ・ココ カク カク（カウ）・カカリ・カヤウニ．
ソ ソノ・ ソ レ ・ ソ コ
カバカリ等





































































































































































直示用法 0 0 0 0 0 2 0 0 3 0 5
照応用法 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2
































































直示用法 0 0 1 0 0 4 0 0 1 0 6
照応用法 2 0 0 1 3 1 0 0 4 0 11


























































































































































サレバヨ 0 0 0 1 0 6 2 2 36 0 47




















サレバヨ 0 4 0 (2） 0 0 0 0 0 4








































A 0 0 0 0 0 2 0 0 5 0 7
B 2 0 1 1 3 5 0 0 5 0 17
C 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
， 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
E 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0




















A 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2
B 1 0 1 3 4 6 0 3 6 0 24
C 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
， 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
E 1 0 0 1 0 8 2 3 40 0 55













































直示用法 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
照応用法 0 4 0 0 0 0 0 0 0 4

























































































































A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
B 0 4 0 0 0 0 0 0 0 4
C 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
， 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
E 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0




















A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
B 1 40 21 4 76 18 13 0 3 176
C 0 1 5 0 10 0 4 11 2 33
















計 1 57 27 8 108 19 34 104 40 398
なお、タイプC・Dに関しては、中古でl例のみだが、中世以降、タ
イプC33例、タイプD9例と増加する。
そして、タイプEについては、「サレバ」のみの用法は、中世前期には
『宇治拾遺物語』l例であったものが､中世末期以降には『天草版平家物
語』2例、「大蔵虎明本狂言集」32例(1例「さればされば｣、合わせる
と33例)、『近松門左衛門集』10例（｢ア、サレバ」等4例含む）と増加す
る。
以上より、中世末期から近世において「サレバ」そのものが、感動詞
的な性質へと傾いていったものと予想される(注9)。
6．さいごに
これまで中古・中世を中心に「カカレバ・サレバ」の歴史的用法・変
化について考察をおこなってきた。
まず､｢カカレバ」の中古の資料による出現頻度の偏りは指示用法（現
場性）によるものである可能性を述べたが、中世以降の衰退については
同様であるとは考えられない。これについてはさらなる調査が必要であ
る。
また､｢サレバ」は中古には助詞を後接した「サレバヨ」「サレバコソ」
にタイプEを見出すことができるが、これについてはこれまで述べてき
たように、接続表現からの派生ではない。
「サレバ」のいわば直線的な歴史的変化を考えるならば､接続表現であ
るタイプB･Cの中古における発生、そして中世前期のタイプBの隆盛
とタイプC･Dの増加、また中世以降の（接続表現から派生した「サレ
バ」のみの）タイプEの発生と勢力拡大による、接続表現（特にタイプ
B)の衰退という流れが見えてくる。これは、「サテ」(岡崎2011)と同
じくA→B→C･D→Eという歴史的変化であったと捉えてよいのでは
ないだろうか。
以上、本稿では「カカレバ・サレバ」について考察をおこなってきた
が、これらの歴史的変化を見る場合、特に中世から近世にかけては、小
林（1996）等が指摘する接続表現のサ系列からソ系への変化も視野に入
れる必要がある。まだまだ残された課題は多い。
一
○
○
(19）
注
！筆者はこれまで指示詞系接続語としてきたが、今後、様々な複合的表現を含
むため「指示詞系接続表現」と修正する。
2「サラバ」も例数があり歴史を通じて見られるが､「カカラバ」が中古の調査
範囲では見いだせないため、カク・サ系列の両系見られる「カカレバ・サレ
バ」を対象とした。
3『今昔物語集」等の考察部分であるため「然レバ」と記述されているが、他
の個所には「サレバ」とあり、「サレバ」と考えておく。
4現代語の指示詞は、．系「コノ・コレ・ココ・コウ」等・ソ系「ソノ・ソ
レ．ソコ．ソウ」等．ア系「アノ・アレ・アソコ・アア」等と、指示代名
詞・指示副詞とも．・ソ・ア3系にまとめることができる。
5これは岡崎(2010)の暖昧指示表現、否定対極表現、感動詞にあたる用法で
あり、これらの用法については堤･岡崎(2014)で「ソ系（列）の記憶指示
用法」と修正をおこなった。
6タイプBのXが現場の場合、一見するとタイプDと同様に見えるが、タイプ
Bの場合には明らかに現場に指示対象がある（古典資料の場合､言語化され
る場合も多い)。
7ただし「サレバコソ」にはタイプA・B(各l例）と考えられる例がある。
例「今より後は、さればこそ、もてなしたまはむままにあらむ｣」（源氏物語、
総角、238頁）なお、中世でも見いだせる。
8『天草版平家物語』にl例のみ、直示用法とも考えられる例がある。例「滝
口これを見て、「いかに汝はされば御遺言をぱ違へ奉るぞ」(319頁)。なお原
拠本も「是ヲ見テ．如何二汝ハ・サレハ・御遺言ヲハ違へ奉ルソ」（『百二十
句本平家物語」斯道文庫古典叢刊2汲古書院、617頁）とある。
9『ロドリゲス日本大文典」（土井忠生訳、三省堂）に「サレバ」は、「第三巻
本巻では日本の文章を書くのに用ゐられる文体とこの国語の色々な数へ
方とに就いて述べる」「‘内典'(NAIDEN)の文体に就いて」で「又､文首に
はSore(夫)、Somosomo(そもそも)、Xicareba(然れば)、Xicaruni(然
るに)、Sareba(されば)、（以下省略)」とあり、当時、接続表現として日常
の話し言葉ではないと認識されていた可能性がある。
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